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https://allergyportal.jp/wp/wp-content/themes/allergyportal/assets/pdf/tebiki-1_1.pdf



アレルギー発症予防

質問 答え

Q1 卵など食物アレルギーになりやすい

ものは妊娠中・授乳中は避けた方

がいいでしょうか？

妊娠中や授乳中に母親が特定の食物を避けることは

せずに、バランスのよい食事をこころがけて下さい。

Q2 妊娠中の食事でアレルギーにいい

ものはありますか？

子どものアレルギーを減らすために強く勧めることができる

食事はありません。特定の食物をとりすぎたり、さけたりす

ることなく、バランスのよい食事をこころがけましょう。

Q3 親やきょうだいにアレルギーがいると、

アレルギーになりやすいですか？

アレルギーの発症に遺伝的素因は関係ありませが、

それだけでアレルギーになるわけではありません。



アレルギー発症予防

質問 答え

Q4 母乳栄養の方がアレルギーになり

にくいのでしょうか？

母乳には多くのメリットがありますが、母乳栄養の方が

子どもがアレルギーになりにくいかどうかは、はっきりわかっ

ていません。

Q5 ペットを飼うとアレルギーになりやす

いですか？

毛のあるペットを飼うことで新たに感作され、症状がでてく

ることは十分ありえます。

Q6 妊娠中の喫煙はアレルギーに関係

ありますか？

妊娠中の喫煙は子どものぜん息の発症につながるばかり

でなく、アレルギー以外にも母親と子どもに様々な悪影

響をもたらすことが知られています。

母親だけでなく禁煙・分煙が必要です。



アレルギー発症予防

質問 答え

Q7 生まれた後早くからスキンケアをした方が

アレルギーになりにくいのでしょうか？

新生児期から保湿剤によるスキンケアを行うことで、

アトピー性皮膚炎が予防できる可能性があること

がわかってきました。スキンケアのみで食物アレル

ギーなどのアレルギー疾患を

予防できるかわかっていませんが、乾燥や湿疹な

どの皮膚の症状がある場合には早めにスキンケア

を行うとともに湿疹に対する治療も開始しましょう。

Q8 食物アレルギーにならないために、離乳食

のは遅らせる方がよいでしょうか？

食物アレルギーの発症予防を目的として離乳食

の開始を遅らせることは推奨されていません。



アレルギー発症予防

質問 答え

Q9 水泳（ベビースイミング含む）がぜん息の

予防に良いとききましたが、本当でしょうか？

水泳（ベビースイミング含む）によってぜん息を

予防することができるかはわかっていません。

Q10 掃除が不十分だとアレルギーになりやすい

のですか？

掃除がアレルギーの発症に影響を与えるかどうか

はっきりわかっていません。ただダニが多い環境で

生活するとダニに感作されやすくなるので、家の

ホコリを減らすこつを知っているといいでしょう。

（リーフレット参照）

Q11 交通量が多い道路の近くにすんでいます

が、ぜん息にならないために引っ越した方

がよいですか？

交通量の少ないところでぜん息の発症が予防で

きるかどうかわかっていません。








